
第３回
河川氾濫に関する群馬県減災対策協議会
「減災目標の変更」

水防災意識社会再構築ビジョン

前橋市、高崎市、桐生市、伊勢崎市、太田市、沼田市、館林市、渋川市、藤岡市、富岡市、安中市、みどり市
榛東村、吉岡町、上野村、神流町、下仁田町、南牧村、甘楽町、中之条町、長野原町、嬬恋村、草津町、高山村
東吾妻町、片品村、川場村、昭和村、みなかみ町、玉村町、板倉町、明和町、千代田町、大泉町、邑楽町
群馬県

平成30年5月15日

資料－2



1



2

◆減災のための「目標」と「取組方針」の対象

項目 現行の対象 平成30年度以降の対象

対象河川 洪水予報河川・水位周知河川
◆利根川外１８河川

洪水予報河川・水位周知河川を含
む県管理河川すべて

水害リスク情報 洪水浸水想定区域図(水防法) 洪水浸水想定区域図(水防法)
水害リスク想定マップ

流域の特性
河川
氾濫・浸水

市街地
：築堤河川(拡散氾濫・広範囲)

市街地
：築堤河川(拡散氾濫・広範囲)
郊外部
：山付・掘込河川(流下氾濫・点在)

取組の項目 避難
水防
排水
施設整備

避難
水防
排水
施設整備
重要施設保全
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◆群馬県水害リスク想定マップ
目的・概要
これまで県管理河川で洪水浸水想定区域図により水害リスクを把握していたのは、主に平野部の市街地を流下する主要な19河川のみであった。
平成28年台風10号による岩手県小本川の被災など、全国で水害が頻発していることから、洪水時の円滑かつ迅速な避難の確保を図ることを目
的に、群馬県全域の県管理河川を対象として洪水により浸水が想定される区域を把握し、 「群馬県水害リスク想定マップ」を作成した。

２．今後の取り組み
● 「河川氾濫に関する群馬県減災対策協議会」で市町村と情報共有し、洪水ハザードマップ、要配慮者利用施設の避難計画の検討等に活用。
● 浸水が想定される地区について、水位周知河川の追加指定を検討。
● 危機管理型水位計の設置（H30～H32、264箇所を予定）

（１）対象地域
県内すべての一級河川（428河川）
※ H29.7に主要19河川を公表。今回残りの河川を追加。
19河川は、水防法で洪水浸水想定区域の公表が義務付けられている洪水予報河川と水位周知河川。

【参考】洪水予報河川…氾濫により重大な損害を生ずるおそれのある河川で、県と気象庁が共同で洪水予報を行い、水防管理者や一般に水位などの状況を周知する河川。
水位周知河川…氾濫により相当な損害を生ずるおそれのある河川で、県が氾濫危険水位を定め、それに達したときに水防管理者や一般に水位などを周知する河川。

（２）対象降雨
想定し得る最大規模の降雨
例）491mm/3日（八斗島上流）

【参考】カスリン台風（S22.9） 308mm/3日（八斗島上流）
（３）洪水による浸水が想定される区域

面 積：約400ｋ㎡
世 帯 数：約24万世帯、
要配慮者利用施設：約1,500戸（学校、病院、高齢者施設など）

【参考】H29.7に公表した19河川の洪水浸水想定区域：約220ｋ㎡、約17万世帯、要配慮者利用施設約1,200戸（国管理河川の洪水浸水想定区域を除く)
（４）新たに確認された浸水域

①平地部
・利根川などの主要河川に流入する中小河川などで浸水域を新たに確認。

②山地部
・上流域でも地形の影響などにより浸水域を新たに確認。

１．群馬県水害リスク想定マップの内容

※ 危機管理型水位計とは、人家や重要施設が浸水するおそれがあり、的確な避難判断が必要な箇所に設置する、洪水時の水位観測に特化した低コストな水位計。
【参考】県管理河川の既設の水位計：99箇所

[群馬県水害リスク想定マップの閲覧場所] 群馬県ホームページのほか、県庁河川課、各土木事務所
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◆減災のための「目標」と「取組方針」の対象

出典：国土交通省ホームページ（http://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/shaseishin/kasenbunkakai/shouiinkai/daikibohanran/pdf/1701_01_toshingaiyou.pdf）

平成29年1月
社会資本整備審議会
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◆減災のための目標 〈変更（案）〉

県管理の洪水予報河川・水位周知河川で発生し得る大規模水害に対し、
「逃げ遅れゼロ」や「社会経済被害の最小化」を目標とする。

平成33年度までに上記の目標達成に向けて、
・円滑かつ迅速な避難行動のための取組
・洪水氾濫による被害の軽減のための水防活動
・氾濫後の生活再建及び社会経済活動の早期回復を可能とする排水活動に関する連携
・堤防等河川管理施設の整備推進

を基本的な事項として、防災関係機関の具体的な取組を定める。

、「地域社会機能の継続性確保」

・重要施設の管理者と連携した被害軽減対策を推進

等
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H30年度H29年度H28年度 H31(2019)年度

2/15 8/9

地域部会

その他河川の水害リスク調査

地域部会地域部会

出水期前

7

① 河川管理者の水害リスク に関する調査・検討

②-1 水位周知河川の水害リスクの共有
課題の抽出、対策の検討

協議会 協議会 協議会協議会 協議会
協
議
会

地
域
部
会

水
害
リ
ス
ク

6月

3月～

②-2 全河川を対象とした
取組と減災目標の整理

③-3 全河川を対象とした
取組と減災目標の整理

③-1 協議会の設立 ③-2 地域部会の報告
県全体(地域共通)の目標
水位周知河川の取組方針決定

◆協議会の進め方

④ 取組のフォローアップ

② 流域・地域毎の水害リスクに基づく課題の抽出、対策の検討

国管理河川の
洪水浸水想定区域図

県管理河川の
洪水浸水想定区域図

③ 減災目標と５年間の取組方針の決定
④ フォローアップ

地域部会
②-3 その他河川の水害リスクの共有
課題の抽出、対策の検討

③-4 地域部会の報告
その他河川の取組方針
の決定

④ フォローアップ

中小河川における緊急点検
（H29.9末）
中小河川緊急治水対策プロジェクト
（H29.12）


